























そのような知的状況下で 2001 年の 10 月 19 日にアメリカのキャピタル・ロースクール 2 
でも、伝統を有する第 23 回目の年次 John E. Sullivan Lecture において「生命医学の進
歩について考える：倫理と法の役割」と題する生命倫理シンポジウム 3 が開かれた。そこ
における講演論文が、2003 年のキャピタル・ロースクールの法学紀要に掲載されている。
そこで序論文を執筆した Lance Tibbles 4 教授は、アメリカのロースクール教育における
「法と医療」の現状や、シンポジウムにおける法学者や医学者、そして倫理学者の論文の
概要を紹介している。 












































年代初頭になって漸く政府が動き出し、連邦食品薬品局（Food and Drug Administration
































D) Michael H. Shapiro の基調講演論文 10 
 
 Shapiro は、南カリフォルニア大学ロースクール  11 の教授であり、本シンポジウムで







それだけ低いからである。そこで、Shapiro 教授は、臓器分配における 2 つの異なった決
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